
あいりん地区とは

大阪府大阪市西成区、JR西日本新今宮駅の南側に位置

する簡易宿泊所・寄せ場が集中する地区の愛称。

釜ヶ崎とも呼ばれ、近年はバックパッカーの宿泊地と

しても人気を集めている。

ホームレスは 2000 年前後をピークに減少しているが、

なお多くのホームレスが路上生活を送っている。

かつて大阪ミナミは海の底であったが島之内と呼ばれ

る町場が出現、

その賑わいが次第に道頓堀の向こう岸まで拡張され、

芝居小屋が立ち並び、人形浄瑠璃や歌舞伎が発達した。

千日前には竹林寺や千日寺があり、刑場、墓場があった。

ここには死体を処理する墓守の存在があった。

墓守が死体の処理、霊媒、詩人芸術家などの様々な役

割を担い、ここから芸術は発達していく。

この付近には次第に墓守や浮浪者が集まり出し、死と

生が混在する地域となる。

そしてこの地域は今日という今まで生と死が隣り合わ

せであるような発展の仕方をしてきたように思える。

萩ノ茶屋駅の南にシェルターの機能を中心とした建築を計画する。

シェルターとは ...

●その日の寝床が確保できなかった人への緊急避難所。

●萩之茶屋シェルターは午後 5時半に利用券が配布され、午後６時

半から翌朝の 5時までの利用。その時間以外でもシャワー洗濯機な

どは利用できる。朝５時には必ず利用者はすぐ近くにあるあいりん

センターへ職を求めに行く事になっている。

●あくまで緊急避難所であるため、ほとんどの場合期限が定められ

ている。

・三角公園南側シェルター ...3 年期限 (結局 15 年利用された。)

・釜ヶ崎シェルター ...10 年期限 (予定 )

シェルター利用者の一日

南海電車の高架下はもっと有効活用ができるのではないかと感じ

た。

今はウォールアート (ウォールアートニッポン )などで街を活性

化させようという動きなどがあるそうです。店舗は営業されてい

るかは不明。

西側には今宮小中学校があり、東側とは雰囲気が高架を隔てただ

けで違うように感じた。かつては泥棒市があったそうですが、今

は落ち着いてる模様。

この系譜を引いて、大阪市の事業として西成に住民主体の屋台村

を作るという構想も出ている。

野宿やシェルターでの生活を強いられる人々は都市に棲み

つく。

住宅の中にある機能 (ご飯を食べる、お風呂に入る、トイ

レに行く、寝る )を全て町の中に頼る。

家がなければ木の下にテントを張ったり、

公園の柵にダンボールをかけたりする。

寄生とは他の生物から栄養やサービスを持続的にもらうこ

とである。” 高架” とは都市の産物であり象徴である。

高架の構造に寄生する、軽量鉄骨個室二階建てを構想した。

シェルターとは、「無くなること」を使命としていてかつ、それ

が存在意義である。

その役目が果たされたら、シェルターは無くなることができる。

シェルターを作る、壊す (減らす )の過程によって雇用を生み

出し、就業支援をしていきながら、終業までの仕事のサポート

も目指す。

この建築の成長の先には、建築としての死、都市に還ることを

夢見る。

最後にはシェルターとしての役目を終え、都市における文化的

な施設や店舗になる。

それと同時にシェルターが減少するにつれて、このあいりんで

命を落とした方の納骨堂が次第に形成される。

都市に還った高架下に、納骨堂という人々の命の記憶が地形と

ともに、残っていく。

シェルターが０になる日は来ないかもしれない、この建築は永

遠に夢を見続ける。

シェルターとは究極の

ヒューマンスケールの建

築である。

野宿者のための空間も設

計した。

その中で、互いに利用者

が顔を合わせないような

設計をした。

終業をし、出て行く人や

高齢化で人数が減少して

いくことが予想される。

住居空間は憩いの空間や

文化的な行為を誘発する

空間などへ転換してい

く。

都市に寄生することで成

長を終えた建築は、役目

を終え、都市的な空間へ

と還っていく、命の記憶

が納骨堂として、蓄積さ

れていく。
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